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	製品名: INHA（インヒビンアルファ）マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	INHA (A-インヒビンサブユニット前駆体、インヒビンアルファサブユニット) は、インヒビン (アルファ) とも呼ばれ、染色体 2q33-q36 にあります。インヒビンは、下垂体卵胞刺激ホルモン (FSH) の分泌を主に抑制する性腺タンパク質です。インヒビンは、インヒビン A と B の 2 つのサブユニットから構成されます。インヒビンは、性腺間質細胞の増殖を負に制御し、腫瘍抑制活性を持つことが示されています。さらに、インヒビンの血清レベルは顆粒膜細胞腫瘍の大きさを反映することが示されており、したがって、原発性疾患だけでなく再発性疾患のマーカーとして使用できます。生殖システムの内分泌フィードバックにおける役割に加えて、インヒビンは、脳、副腎、骨髄、胎盤、そして最も顕著には下垂体前葉を含む多数の性腺外組織で局所的な制御の役割を果たしています。インヒビンαサブユニット遺伝子の発現はヒトの前立腺癌においてダウンレギュレーションされており、腫瘍抑制の役割を示唆している。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	INHAマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントはDY-554ファロイジンで標識されている。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	DAB 染色を伴う INHA マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒトリンパ組織 (A)、卵巣腫瘍 (B)、および精巣腫瘍 (C) の免疫組織化学分析。

